



























一一=一一一 +~\1L.u ー (u一一 +v一一 +W~ー)
δtθx . Re ¥δzθuθz 
θ u θ φ 1  _'l ， dv θv dv、
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1 _'1  ， du δuδu、
-=-Vゐu-(u一 +v一 +W-;::-) 

















































































となる。ここで添字 n、n+1はそれぞれタイムステップを示している。 (7)式を xに、 (9)
式を yに、そして (11)式を Zに関して偏微分して加えると、
+ 
(13) 
θEθFθG _'1_  1，θun+1 θvn+1 δω叶 1、
一一+一一+一一 =V~φ+ 一一(一一一一+一一一一+一一一一)
θzδuδz ムfδzθuθz














ωn+1 ムt(G 一万~) (15) 
水面上の波面計算は、任意水面 (x，y)での時刻 tの水面変位をη(t，x，y) とすると、次式で計
算した。
θη 一一θη δη 





























































VELOCITY ul+ 1， vl+ 1 ， wl+ 1 CAL. 



























































































X O. 5 
O. I -
図 6 生成波中の速度ベクトル(二次元波は (u-w)、三次元波は (v-w)成分)
- 16ー
無次元時間 T=lOまで計算した時の計算時間 (CPUタイム)はおよそ二次元波で 1時間
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